
笠原地区安全安心復興たすきリレー大会

九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
黒
木
町

笠
原
地
区
で
10
月
13
日
㈯
、
地
域
住
民
ら
が
た
た
す

き
を
つ
な
い
で
い
く
リ
レ
ー
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
地
区
は
、
住
宅
14
戸
が
流
さ
れ
、
主
要
道
路
も
い
た

る
と
こ
ろ
で
寸
断
さ
れ
同
地
区
を
離
れ
て
仮
設
住
宅
に

暮
ら
す
人
た
ち
も
い
ま
す
。こ
の
た
め「
地
域
の
き
ず
な
」

を
確
か
め
合
い
、
安
全
で
安
心
な
「
笠
原
」
を
再
興
し

よ
う
と
同
地
区
の
行
政
区
長
ら
が
企
画
し
ま
し
た
。

リ
レ
ー
は
笠
原
運
動
公
園
を
出
発
し
、
北
回
り
と

南
回
り
の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
ゴ
ー
ル
の
「
え
が

お
の
森
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
約
11
キ
ロ
を
小
中
学
生

や
地
域
住
民
、
消
防
団
な
ど
約
２
２
０
人
が
災
害
の

つ
め
跡
が
ま
だ
残
る
道
路
を
沿
道
の
応
援
を
受
け
な
が

ら
、「
が
ん
ば
ろ
う
！
！
笠
原
」
と
書
か
れ
た
た
す
き

を
つ
な
い
で
い
き
ま
し
た
。
両
コ
ー
ス
の
最
終
走
者
ら

が
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
る
と
拍
手
と
歓
声
に
沸
き
あ
が

り
ま
し
た
。
参
加
し
た
一
人
は
「
地
域
外
な
ど
い
ろ
ん

な
人
た
ち
か
ら
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
あ
り

が
た
い
し
、
こ
れ
か
ら
復
興
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

工
藤
重
典
フ
ル
ー
ト
ほ
っ
と

ひ
と
い
き
コ
ン
サ
ー
ト
が
10
月

26
日
㈮
、
黒
木
町
笠
原
の
笠

原
小
学
校
（
丸
山
誠
二
郎
校

長
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
翌

日
に
お
り
な
す
八
女
で
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
控
え
た
工
藤
さ
ん

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
奥
村
友
美
さ

ん
が
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害

の
こ
と
を
知
り
、「
地
域
の
人

た
ち
に
ほ
っ
と
す
る
時
間
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

申
し
出
か
ら
実
現
。
同
小
児

童
35
人
と
地
域
住
民
約
40
人

は
、
奏
で
ら
れ
る
フ
ル
ー
ト
と

ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音
色
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
後
半
に
は
、
２

人
の
伴
奏
に
合
わ
せ
て
児
童

ら
が
「BELIEVE

」
を
合
唱
。

続
け
て
参
加
者
全
員
で
「
紅

葉
」「
ふ
る
さ
と
」
そ
し
て
「
笠

原
小
学
校
校
歌
」
を
歌
い
あ

げ
る
と
会
場
は
温
か
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

定
期
公
演
の
た
め
に
猛
練
習

中
の
人
形
浄
瑠
璃
の
お
礼
を

こ
め
た
上
演
に
、
２
人
は
驚
き

な
が
ら
も
児
童
ら
の
熱
演
に

感
心
し
た
表
情
で
し
た
。
コ
ン

サ
ー
ト
に
訪
れ
た
一
人
は
「
素

晴
ら
し
い
音
色
に
と
て
も
幸
せ

な
ひ
と
時
で
し
た
」
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

復興へつなぐたすき

両コースの最終ランナーらがそろってゴールしました

コースのいたるところには地域の皆さん手づくりの横断幕やメッセージが掲げられていました

演奏する工藤
さん（右）と
奥村さん（左）

元気よく「ＢＥＬＩＥＶＥ」を歌う笠原小児童の皆さん

ほ
っ
と
す
る
ひ
と
時
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

工
藤
重
典
フ
ル
ー
ト
ほ
っ
と
ひ
と
い
き
コ
ン
サ
ー
ト

頑
張
ろ
う

八
女

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる

 交流都市 八女
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公債費
    48億8,651万円

   　　 　（14.5％）

　　総務費
　 50億7,581万円
             （15.1％）

　　民生費
　　101億9,000万円　
　　　　　 （30.2％）

  国県支出金
  65億3,524万円
　  　  （18.4％）

　　　　　　地方交付税
　　 　　150億7,803万円

　　　　　   　　 （42.6％）　

　市税
　64億8,290万円
　　　　 （18.3％）

平
成
23
年
度
決
算
は
、
実
質
的

に
新
市
と
な
っ
て
初
め
て
編
成
し

た
予
算
の
決
算
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
、
第
４
次
八
女

市
総
合
計
画
を
始
め
と
す
る
各
種

計
画
に
基
づ
い
て
、
財
源
の
重
点
的

な
配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化
対

策
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
、
農
林
業
の
振
興
、
観
光
の

振
興
、
過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な

ど
の
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
で

３
５
４
億
３
７
１
０
万
円
、
歳
出

で
３
３
７
億
１
０
８
４
万
円
、
差

引
き
17
億
２
６
２
６
万
円
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
し
た
事
業
に
あ
て
る
財
源
８
７

５
６
万
円
を
差
引
き
、
実
質
収
支

で
16
億
３
８
７
０
万
円
の
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
内
か
ら

10
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
、
残
り
の
黒
字
額
６
億
３
８

７
０
万
円
を
平
成
24
年
度
の
財
源

に
充
当
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
み

る
と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税
が
、

歳
入
全
体
の
18
・
３
％
に
あ
た
る

64
億
８
２
９
０
万
円
、
地
方
交
付

◉
「
決
算
の
状
況
」

◉
歳
入（
入
っ
た
お
金
）の
内
訳

◦平成23年度歳出　337億1,084万円

農林水産業費
23億3,472万円
           （6.9％）

衛生費
26億5,233万円
           （7.9％）

土木費
29億5,747万円
           （8.8％）

教育費
26億922万円
        （7.7％）

商工費
12億7,049万円
　　    （3.8％）

消防費
11億6，265万円
　  　  （3.4％）

その他
5億7,164万円
         （1.7％）

●その他の内訳
議会費　     3億7,874万円
災害復旧費  1億3,570万円
労働費　　　    5,720万円

「
平
成
23
年
度
決
算
状
況
」
と
「
平
成
24
年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
23
年
度
決
算
状
況

◉
財
政
課
財
政
係
（
☎
２
３・１
３
４
６
）

グ
ラ
フ
❶

グ
ラ
フ
❶

グ
ラ
フ
❷

自主財源

依存財源

◦平成23年度歳入　354億3,710万円

諸収入
6億8,561万円
　　　 （1.9％）

その他
27億5,804万円
　　　 （7.8％）

市債
24億906万円
          （6.8％）

その他
14億8,822万円
            （4.2％）

255億1,055万円
          （72.0％）

99億
2,655万円
      （28.0％）

　2012.11.15　広報やめ 2



広報やめ　2012.11.153

税
は
42
・
６
％
に
あ
た
る
１
５
０

億
７
８
０
３
万
円
、
国
県
支
出
金

は
18
・
４
％
に
あ
た
る
65
億
３
５

２
４
万
円
で
、
自
主
財
源
が
28
・

０
％
、
依
存
財
源
が
72
・
０
％
と

な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金

額
の
大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る

と
、
民
生
費
が
最
も
高
く
１
０
１

億
９
０
０
０
万
円
で
全
体
の
30
・

２
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
主
な
事

業
と
し
て
、
子
ど
も
手
当
給
付
事

業
11
億
９
２
２
３
万
円
、
自
立
支

援
給
付
事
業
10
億
２
２
０
３
万

円
等
で
す
。
続
い
て
、
総
務
費
が

15
・
１
％
に
あ
た
る
50
億
７
５
８

１
万
円
で
、
主
な
事
業
と
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
設
備

整
備
事
業
１
億
９
９
１
５
万
円
、

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

６
４
５
９
万
円
等
で
す
。
公
債
費

が
14
・
５
％
に
あ
た
る
48
億
８
６

５
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

債
を
24
億
９
０
６
万
円
借
り
入
れ

ま
し
た
が
、
現
在
高
は
昨
年
度
か

ら
19
億
４
９
９
４
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。

９
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
23

年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
の
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
23
年
度
の
決
算
状
況
を
法
に
基

づ
き
全
国
統
一
の
指
標
と
し
て
計
算

し
た
も
の
で
、
基
準
を
超
え
た
場

合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
向
け
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

八
女
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る

基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公

営
企
業
の
資
金
不
足
も
生
じ
て
い

ま
せ
ん
。

・
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住
宅

新
築
資
金
等
貸
付
事
業
費
特
別
会

計
・
矢
部
診
療
所
特
別
会
計
）
に

お
い
て
黒
字
で
あ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ

い
て
は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の

特
別
会
計
を
含
め
た
数
値
が
黒
字

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債

（
借
金
）
の
返
済
額
（
公
営
企
業
分

や
一
部
事
務
組
合
の
起
債
を
含
む
）

の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

・
将
来
負
担
比
率
は
、
そ
の
年
度

の
標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
将
来

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
起
債

の
残
高
（
公
営
企
業
も
含
む
）
や

債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
予

定
額
、
設
立
法
人
の
負
債
額
（
第

三
セ
ク
タ
ー
・
土
地
開
発
公
社
等
）

の
割
合
を
出
し
た
も
の
で
す
。

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険事業費 104億1,394万円 103億6,279万円 5,115万円

簡易水道事業費  1億9,984万円  1億8,821万円 　　 1,163万円

住宅新築資金等貸付事業費 　　　347万円  1億4,836万円 △1億4,489万円

下水道事業 9億3,567万円 9億1,777万円 　　 1,790万円

介護保険事業費 59億7,972万円 58億4,809万円 　1億3,163万円

後期高齢者医療  8億7,270万円  8億5,887万円   　 1,383万円

農業集落排水事業 　　8,283万円 　　8,010万円 　　　 273万円

矢部診療所 　　7,536万円 　　6,487万円 　　 1,049万円

黒木町串毛財産区 　 　 179万円 　　　 16万円 　　　 163万円

黒木町木屋財産区 　　1,389万円 　　　136万円 　　 1,253万円

黒木町大淵財産区 　　1,479万円 　　　 67万円 　　 1,412万円

実質赤字比率 連結赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

八女市 － － 10.6 14.7 

早期健全化基準 12.29 17.29 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◦平成23年度特別会計決算状況

◦健全化判断比率

※実質赤字額および連結実質赤字額がないため、数値は「－」と表示しています。

◉「
健
全
化
判
断
比
率
」　

◉
歳
出（
使
っ
た
お
金
）の
内
訳

▷コミュニティFM放送局設備整備
事業                　 １億9,915万円

表
❶

グ
ラ
フ
❷

表
❶

平成23年度の
主な建設事業

▷上陽北汭学園校舎増築事業
                    　 2億5,329万円

▷八女観光物産館建設事業
                    　 1億6,253万円

▷上妻小学校屋内運動場増改築
事業　　　　　 2億2,549万円
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平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
の
平
成
24
年

９
月
30
日
現
在
の
予
算
現
額
は
、
４
０
５

億
２
６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
１
６
６
億
６
８
９
６
万
円
（
41
・

１
％
）
を
収
入
し
、
１
１
８
億
５
６
５
５
万

円
（
29
・
３
％
）
を
支
出
し
て
い
ま
す
。
グ

ラ
フ
は
、
平
成
24
年
度
の
上
半
期
の
状
況

を
歳
入
（
入
っ
て
く
る
お
金
）
歳
出
（
出
て

い
く
お
金
）
別
に
分
け
て
、
予
算
額
と
執
行

額
（
使
っ
た
お
金
）
を
表
し
た
も
の
で
す
。

財
産
・
市
債
の
現
在
高
は
、
平
成
24
年
９

月
30
日
の
状
況
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
上
半
期
の
特
別
会
計
の
執
行
状
況

は
、
表
の
と
お
り
で
す
。
各
会
計
と
も
に
目

的
に
沿
っ
た
適
切
な
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

「
財
政
事
情
」
は
市
条
例
に
基
づ
き
、

５
月
と
11
月
の
年
２
回
作
成
し
、
公
表
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
24
年
度
予
算

の
４
月
１
日
～
９
月
30
日
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
、
収
入
お
よ
び
支
出
の
概
況
か

ら
、
ど
れ
く
ら
い
今
年
度
の
事
業
が
進
ん
で

い
る
の
か
、
財
産
・
市
債
の
状
況
、
前
年
度

の
決
算
の
状
況
に
つ
い
て
、
財
政
状
況
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

広
報
紙
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い

て
簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、「
財

政
事
情
」
は
、
財
政
係
で
も
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

平成24年度上半期予算の執行状況
予算額 405億2,600万円
収入済額　 166億6,896万円
収入率　　　　　　　　 41.1％

予算額 405億2,600万円
支出済額　 118億5,655万円
支出率　　　　　　　　 29.3％

歳入歳出

予算額

収入済額

予算額

支出済額

民
生
費

公
債
費

総
務
費

農
林
水
産
業
費

消
防
費

そ
の
他

県
支
出
金

市
債

諸
収
入

そ
の
他

使
用
料
お
よ

び
手
数
料

分
担
金
お
よ

び
負
担
金

地
方
交
付
税

1,408,100 
(973,513)

150億 （単位：万円）

100億 

50億 

０ 

1,125,038 
(386,560)

633,643 
(335,525)

419,133
(163,195)

580,164 
(141,526)

308,404 
(56,568)

406,359 
(167,895)

481,827 
(30,844)

302,599 
（124,170）

110,183 
(60,794)

890,933 
(84,780)

354,410 
(0)

259,301 
(99,794)

230,649 
(41,898)

67,359
(13,095) 53,389

(16,386) 33,004
(16,547)

440,704
(139,461)

衛
生
費

教
育
費

土
木
費

国
庫
支
出
金

市
税

◉
平
成
24
年
度
上
半
期
予
算
の
執
行
状
況

◉
市
有
財
産・市
債
な
ど
の
そ
の
他
の
状
況

◉
「
財
政
事
情
」
と
は
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区　　分
負担の状況（円）

一人当たり 一世帯当たり
1 市民税 34,083 97,277

（1）個人 30,513 87,087
（2）法人 3,570 10,190

2 固定資産税 46,396 132,420
3 軽自動車税 2,715 7,748
4 市たばこ税 3,279 9,357
5 入湯税 128 366

合　　計 86,600 247,168

区 分 土 地（㎡） 建 物（㎡）
庁 舎 65,845 27,718

学 校 478,297 141,134

住 宅 168,210 56,103

公 園 245,009 826

その他 5,173,357 187,868

山 林 5,764,960

計 11,895,678 413,649

車 両 　　　　  358台

基 金 193億1,117万円

区　　分 現　在　高

一
般
会
計

普通債

総務債 2億427万円
民生債 7,017万円
衛生債 21億3,125万円
農林水産業債 7億2,202万円
商工債 2,189万円
土木債 35億2,057万円
公営住宅債 7億9,243万円
消防債 238万円
教育債 18億1,433万円

過疎対策事業債 68億1,851万円
辺地対策事業債 11億3,333万円
その他 128億8,762万円

小　　計 301億1,877万円

特
別
会
計

簡易水道事業費特別会計 2億8,086万円
住宅新築資金等貸付事業費特別会計 672万円
下水道事業特別会計 64億1,957万円
農業集落排水事業特別会計 ７億8,139万円

小　　計 74億8,854万円
合　　　　計 376億731万円

特 別 会 計 名 歳入歳出予算現額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 支 出 率
国民健康保険事業費 96億9,435万円 33億6,320万円 34.7 44億435万円 45.4
簡易水道事業費 3億1,848万円 6,211万円 19.5 4,316万円 13.6
住宅新築資金等貸付事業費 1億4,790万円 96万円 0.6 1億4,539万円 98.3
下水道事業 14億8,625万円 1億501万円 7.1 4億6,674万円 31.4
介護保険事業費 60億4,478万円 24億7,471万円 40.9 24億7,813万円 41.0
後期高齢者医療 9億4,799万円 2億7,394万円 28.9 2億4,724万円 26.1
農業集落排水事業 8,939万円 874万円 9.8 3,361万円 37.6
矢部診療所 6,228万円 2,254万円 36.2 2,474万円 39.7
黒木町串毛財産区 161万円 163万円 101.5 0.0
黒木町木屋財産区 1,075万円 1,256万円 116.8 17万円 1.6
黒木町大淵財産区 1,257万円 1,418万円 112.8 3万円 0.3

注1）調定額÷人口・世帯数で算出しています。
注2）各項目の小数点以下を四捨五入しているため、合
計欄と計が一致しない場合があります。

※上記の全ての表は、平成24年9月30日現在の数値です。

（平成24年9月30日現在）
（人口：68,996人 世帯数：24,174世帯）

◦特別会計執行状況

◦市債の現在高

◦平成24年度市税（現年度分）の負担状況◦市税の構成

◦市有財産

（単位：％）

市民税（法人）　4.1％
市民税（個人）
　　　35.2％

固定資産税
    　53.6％

市たばこ税　  3.8％

軽自動車税　3.1％
入湯税　0.1％
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質
問
は
、
市
が
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策（
34
施
策
）

に
つ
い
て
、「
納
得
度
」
と
「
重
要

度
」
を
た
ず
ね
る
形
式
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
１
（「
納
得
で
き
な
い
」
ま
た

は
「
重
要
で
な
い
」）
か
ら
、４
（「
納

得
で
き
る
」ま
た
は「
重
要
で
あ
る
」）

ま
で
の
４
段
階
の
数
字
に
○
を
付

け
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
「
八
女
市

の
取
り
組
み
に
対
す
る
総
合
的
な

納
得
度
」
を
伺
い
ま
し
た
。

「
市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
総

合
的
な
納
得
度
」
に
つ
い
て
の
４

段
階
評
価
の
平
均
は
２・９
８
で
し

た
。（
円
グ
ラ
フ
❶
参
照
）
分
析
の

結
果
、
世
代
や
世
帯
構
成
に
よ
る

大
き
な
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
さ
ら
に
納
得
度
が
高
く
な
る

よ
う
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。

表
❶
は
各
問
（
施
策
）
の
納
得

度
の
４
段
階
評
価
平
均
値
を
順
位

付
け
し
た
も
の
で
す
。

納
得
度
が
最
も
高
か
っ
た
の
は
、

「
健
康
づ
く
り・医
療
体
制
の
充
実
」

に
対
す
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト

を
と
り
始
め
て
か
ら
初
め
て
１
位

に
な
り
ま
し
た
。
市
が
行
っ
て
い

る
特
定
健
診
等
の
健
診
の
充
実
や

地
域
医
療
の
充
実
な
ど
の
取
り
組

み
に
対
し
て
評
価
い
た
だ
い
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。２
位
は「
河
川
、

森
林
な
ど
の
整
備
・
防
災
、
消
防

体
制
の
充
実
」
で
し
た
。
た
だ
し
、

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
７
月
の
水
害

以
前
に
実
施
し
て
い
る
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
防
災
に
対
す
る
意

識
は
変
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、３
位
は「
自
然
環
境・

地
球
温
暖
化
防
止
・
ご
み
、
し
尿

処
理
・
公
害
防
止
対
策
」
で
し
た
。

こ
の
１
位
か
ら
３
位
ま
で
は
重
要

度
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
１
位
か

ら
３
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
概
要

「
健
康
づ
く
り
・
医
療
体
制
の
充
実
」

は
重
要
度
、
納
得
度
と
も
に
第
１
位

市
の
取
り
組
み
全
体
に
対
し
て
の

総
合
納
得
度
は
２
・
９
８

調 査 地 域 八女市全域

調査対象者 八女市在住の満20
歳以上の人

サンプル数 2,500人

抽 出 方 法 住民基本台帳から
の無作為抽出法

回収数（率） 1,228人（49.1％）

実 施 期 間 平成24年6月

　　分からない
　　　  30.1％

どちらかと言えば
   満足していない

　　　       19.8％

　どちらかと言えば
　満足している

　　　   29.8％

どちらかと
言えば納得で

きない
12.0％

どちらかと言えば納得できる
                             67.1％

納得できる
    14.8％

市では「市民アンケート」を通じて、市政に対する市民の評価を「納得度」「重要度」という指標
で表しています。市民のニーズや施策に対する評価を今後の行政サービス向上につなぎたいと考え
ています。その結果についてお知らせします。
◦問い合わせ＝市長公室企画政策係（☎ 24・9009）

無回答など　3.7％

納得できない　2.4％

行政サービスに対する市民アン
ケート調査結果をお知らせします

満足している　9.7％無回答　2.0％

満足していない
　8.6％

市の取り組みに対する総合納得度新八女市となった今の満足度

＊
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
６
月
に
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
７
月
の
九
州
北

部
豪
雨
災
害
に
よ
る
市
民
の
皆
さ
ま

の
意
識
の
変
化
は
反
映
で
き
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

円グラフ❷ 円グラフ❶
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新
八
女
市
（
黒
木
町
・
立
花
町
・

矢
部
村
・
星
野
村
と
の
合
併
）
と

な
り
、
２
年
半
が
経
過
し
た
現
在

の
感
想
（
満
足
度
）
に
つ
い
て
、

１
（「
満
足
し
て
い
な
い
」）
か
ら
４

（「
満
足
し
て
い
る
」）お
よ
び
５（「
分

か
ら
な
い
」）
の
５
段
階
で
た
ず
ね

ま
し
た
。（
円
グ
ラ
フ
❷
参
照
）

結
果
を
、
回
答
割
合
で
み
る
と
、

「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
満
足
し
て
い

る
」、「
満
足
し
て
い
る
」
と
答
え
た

方
が
39・５
％
で
、「
満
足
し
て
い
な

い
」、「
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
満
足

し
て
い
な
い
」
が
28
・４
％
で
し
た
。

上
の
散
布
図
は
、
各
問
（
施
策
）

の
納
得
度
の
４
段
階
評
価
平
均
値

を
横
軸
に
、
同
じ
く
重
要
度
を
縦

軸
に
示
し
た
も
の
で
す
。

全
34
施
策
の
納
得
度
平
均
値
は

３・２
１
、
重
要
度
平
均
値
は
３
・

２
２
と
な
っ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
市

が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
施
策
で

す
が
、
と
り
わ
け
重
要
度
に
比
べ

て
納
得
度
が
低
い
項
目
は
市
民
の

皆
さ
ま
が
「
低
い
納
得
度
を
高
め

る
べ
く
相
対
的
に
も
っ
と
力
を
入

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
て
い

る
施
策
と
い
え
ま
す
。
今
回
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
土
地
利
用
・
市

街
地
の
整
備
」、「
商
店
街
活
性
化・

商
業
振
興
」、「
健
全
な
財
政
運
営

の
推
進
」
の
順
に
数
値
が
懸
け
離

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
市
が
取
り

組
む
施
策
に
対
す
る
市
民
納
得
度

の
測
定
や
評
価
・
検
証
の
一
材
料
と

し
て
今
後
も
続
け
て
い
く
予
定
で

す
。
ま
た
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご

意
見
を
業
務
の
改
善
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
企
画
立
案
の
情
報
と
し
て
活

用
し
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、

後
日
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
表
し
ま
す
。

順位 納得度 基本施策名
1 3.63 健康づくり・医療体制充実
2 3.53 河川、森林整備・防災、消防体制充実
3 3.50 自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止
4 3.49 防犯・交通安全・消費生活対策
5 3.40 生活排水対策・下水道整備
5 3.40 子育て支援充実
7 3.38 農業振興
8 3.37 水源確保・上水道、簡易水道整備
8 3.37 高齢者福祉充実
8 3.37 しょうがい者福祉充実

11 3.30 地域福祉推進
12 3.28 定住自立圏構想推進
13 3.27 道路、交通体系整備
13 3.27 国民健康保険制度運営・生活保護適正運営
13 3.27 学校教育充実
16 3.24 情報通信基盤整備
17 3.20 企業誘致推進・伝統産業振興
18 3.17 林業振興・水産業振興
18 3.17 スポーツ振興
20 3.16 健全な財政運営推進
21 3.14 景観保全・公園、緑地整備
21 3.14 行政サービスの提供
23 3.12 観光振興
24 3.11 文化財保存活用・文化振興
25 3.10 新産業創出
26 3.09 住宅供給推進
27 3.07 生涯学習振興
28 3.05 土地利用・市街地整備
29 3.00 市民と行政の協働、情報共有
30 2.97 国際交流推進・平和意識高揚
31 2.94 商店街活性化・商業振興
32 2.92 地域コミュニティづくり
33 2.91 人権・同和教育推進
34 2.90 人権尊重・男女共同参画社会実現

重　
要

ま
あ
重
要

どちらかと言えば納得できる 納得できる

施策の納得度の 4段階評価平均値 新
八
女
市
と
な
っ
た

今
の
満
足
度
の
平
均
値
は
２
・
６
０

重
要
度
が
高
く
、
納
得
度
が
低
い

項
目
は
今
後
の
政
策
課
題
で
す

4.00

3.90

3.80

3.70

3.60

3.50

3.40

3.30

3.20

3.10

3.00

2.90

2.80

2.70

2.60

2.50
2.50 2.70 2.90 3.30 3.703.10 3.50 3.902.60 2.80 3.00 3.40 3.803.20 3.60 4.00

市民の総合納得度
平均2.98

重要度
平均
3.22

納得度平均
3.21 納得度➡

➡
重
要
度

人権尊重・男女共同参画社会実現

人権・同和教育推進

土地利用・市街地整備

健全な財政運営推進

住宅供給推進

定住自立圏構想推進

文化財保存活用・文化振興

企業誘致推進・伝統産業振興

行政サービスの提供

情報通信基盤整備

スポーツ振興

地域コミュニティづくり

生涯学習振興

国際交流推進・平和意識高揚

商店街活性化・商業振興

子育て支援充実

新産業創出

河川、森林整備・防災、消防体制

観光振興

高齢者福祉充実

市民と行政の協働、情報共有

国民健康保険制度運営・生活保護適正運営 自然環境保全・ごみ、し尿処理・公害防止

景観保全・公園、緑地整備

林業振興・水産業振興

水源確保・上水道、簡易水道整備

しょうがい者福祉充実
農業振興

防犯・交通安全・消費生活対策

学校教育充実

地域福祉推進

道路交通体系整備

生活排水対策・下水道整備

健康づくり・医療体制

納得度と
重要度の
4段階評価
散布図

表❶



12月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延

防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
偏
見
の
解

消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
１
９
８
８
年
に
世
界
エ
イ

ズ
デ
ー
を
制
定
し
、
世
界
各
地
に
お
い
て
エ
イ
ズ
に
関
す

る
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
３
月
時
点
の
国
内
の
累
積
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
・

エ
イ
ズ
患
者
新
規
報
告
数
は
、
２
万
人
を
超
え
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
エ
イ
ズ
患
者
報
告
数

は
平
成
22
年
、
23
年
の
２
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し

て
お
り
、
国
内
の
エ
イ
ズ
の
流
行
は
緩
や
か
な
拡
大
傾
向

を
維
持
し
た
ま
ま
継
続
し
て
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
一
方
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
予
防
対
策
の
基
本
と
な
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
検
査
お
よ
び
相
談
件
数
は
こ
の
３
年
ほ
ど
減
少
傾
向
な

い
し
頭
打
ち
の
状
態
で
、
流
行
が
拡
大
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
エ
イ
ズ
に
対
す
る
社
会
的
関
心
は
大
き
く
低

下
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
社

会
的
関
心
は
低
下
し
て
い
る
、
し
か
し
エ
イ
ズ
の
問
題
は

解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
現
在
も
大
き
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

当
保
健
所
で
は
、
今
回
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
に
伴
う

無
料
・
匿
名
に
よ
る
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
を
次
の
と
お
り

臨
時
で
実
施
し
ま
す
。「
本
当
に
？
」「
も
し
か
し
た
ら
？
」

と
不
安
に
思
っ
て
い
る
人
、
こ
の
機
会
に
相
談
検
査
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か
？
（
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

◦
日
時
＝
12
月
３
日
㈪
14
時
～
16
時

◦
結
果
説
明
日
＝
12
月
10
日
㈪
14
時
～
16
時

※
結
果
説
明
は
電
話
で
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

◦
場
所
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
分
庁
舎
（
県

八
女
総
合
庁
舎
）

◦
検
査
項
目
＝
Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
抗
体
検
査

◦
そ
の
他
＝
12
月
２
日
㈰
午
後
に
本
庁
舎
（
柳
川
）
で
も

実
施

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
保
健

衛
生
課
感
染
症
係
（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
８
１
２
）

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
年
末
・
年
始
と
お

酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
お
酒
は
「
百
薬
の
長
」
と
も
「
万
病

の
も
と
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
適
量
の
飲

酒
は
健
康
に
い
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
多

量
の
お
酒
は
心
身
に
好
ま
し
く
な
い
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

飲
み
す
ぎ
が
習
慣
化
し
て
い
る
人
の
中

に
は
、
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
に
ど
ん
な

こ
と
を
し
て
も
お
酒
が
飲
み
た
く
な
り
、

飲
み
始
め
た
ら
や
め
ら
れ
な
く
な
る
と
い
っ

た
状
態
に
お
ち
い
る
人
も
い
ま
す
。
こ
の
段

階
は
、
も
し
か
し
た
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
飲
み
す
ぎ
が
習
慣
化

し
て
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
ま
で

の
期
間
は
、
男
性
で
20
年
以
上
、
女
性
は

そ
の
半
分
の
期
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ど
の
く
ら
い
の
量
か
ら
「
飲
み
す
ぎ
」
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
厚
生
労
働
省
が
推

進
す
る
「
健
康
日
本
21
」
の
中
で
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
発
症
リ
ス
ク
が
少
な
い

「
節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
」
は
壮
年
男
性
の

場
合
、
純
ア
ル
コ
ー
ル
量
換
算
で
１
日
20

ｇ
以
下
で
あ
る
と
の
数
値
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
１
日
ビ
ー
ル
５
０
０
ml
（
日

本
酒
１
合
弱
、
25
度
焼
酎
な
ら
１
０
０
ml
）

に
相
当
し
ま
す
。
１
日
の
飲
酒
量
が
こ
の

３
倍
以
上
に
な
る
と「
飲
み
す
ぎ
」と
な
り
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
純
計
算
す

る
と
１
日
に
ビ
ー
ル
３
本
、
日
本
酒
３
合

弱
、
25
度
焼
酎
３
０
０
ml
を
超
え
る
量
に

あ
た
り
ま
す
。

お
い
し
い
お
酒
を
控
え
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
毎
日
こ
れ
だ
け
の
量
を
飲
み

続
け
る
こ
と
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
一
歩

一
歩
近
づ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
日
ご
ろ
か
ら
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
る
飲
み
方
を
す
る
、
１
週
間
に
１
～

２
日
は
飲
ま
な
い
日
を
つ
く
る
、
と
い
う
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
わ
り
の
人
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

適
度
な
飲
酒
の
量
は

ス
ト
レ
ス
解
消
の
つ
も
り
で
も

お
酒
飲
み
過
ぎ
て
ま
せ
ん
か
？

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
予
防
に
つ
い
て

12月1日は世界エイズデー
「“AIDS”GOES ON…　～エイズは続いている～」

　断酒友の会は、アルコール依存症
の人やそのご家族の人の悩みについ
て話をする会です。予約等は必要あ
りませんので、お気軽におたずねく
ださい。

【八女会場】
◦日時＝毎月第1・3金曜19時～ 21時
◦会場＝おりなす八女研修棟研修室
◦問い合わせ＝國武さん（☎090・
8353・4224）

【黒木会場】
◦日時＝毎月第1・3木曜19時～ 21時
◦会場＝黒木開発センター（黒木公
民館）

断酒友の会
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ま
ず
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
内
臓
脂
肪
症
候
群
の
こ
と
で
、
内
臓

脂
肪
の
蓄
積
に
よ
り
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
、
高
血
圧
、
高
脂
質
、
高
血
糖
な
ど

の
異
常
が
起
き
て
い
る
状
態
で
す
。

異
常
だ
か
ら
病
気
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
が
、
動
脈
硬
化
・
糖
尿
病
・
心

筋
梗
塞
・
脳
卒
中
と
い
っ
た
血
管
・
血
液

が
正
常
に
機
能
し
な
い
「
生
活
習
慣
病
」

に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
る
と
イ
ン
ス
リ
ン

（
体
内
で
唯
一
血
糖
を
下
げ
る
こ
と
の
で
き

る
ホ
ル
モ
ン
）
の
働
き
が
低
下
し
、
体
内

す
べ
て
の
血
管
に
異
常
が
現
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
根
本
は
血
管
・
血
液
の

異
常
で
す
。
し
か
し
、
血
管
・
血
液
は
人

間
の
生
命
維
持
に
不
可
欠
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
痛
み
・
疲
労
な
ど
の
異
常
を
症
状
と

し
て
知
ら
せ
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
普
段
の

生
活
で
崩
れ
た
バ
ラ
ン
ス
を
、
何
と
か
調

整
し
よ
う
と
我
慢
し
て
、
頑
張
っ
て
、
限

界
に
な
っ
て
や
っ
と
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

と
し
て
症
状
が
出
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

症
状
が
出
る
こ
ろ
に
は
血
管
・
血
液
は
ボ

ロ
ボ
ロ
で
直
接
命
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

内
臓
は
腹
膜
と
い
う
膜
に
保
護
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
が
お
な
か
に
あ
る
の
で
、
内
臓

に
脂
肪
が
つ
く
と
お
な
か
・
へ
そ
周
り
が

特
に
大
き
く
な
り
ま
す
。
こ
の
太
り
方
を

リ
ン
ゴ
型
肥
満
と
い
い
、
内
臓
で
は
な
く

皮
下
脂
肪
が
つ
い
て
下
半
身
・
へ
そ
下
が

大
き
く
な
る
太
り
方
を
洋
ナ
シ
型
肥
満
と

し
て
区
別
し
ま
す
。「
メ
タ
ボ
」
と
呼
ば
れ

る
の
は
リ
ン
ゴ
型
肥
満
と
な
り
ま
す
。
特

定
健
診
の
腹
囲
測
定
で
ウ
エ
ス
ト
で
は
な

く
、
へ
そ
周
り
を
測
定
す
る
の
は
こ
の
た

め
で
す
。

　保健師や看護師が、血圧測定・尿検査・
体脂肪測定をします。健康に関するい
ろいろな相談に応じます。健康手帳をお
持ちの人はご持参ください。
※電話相談も行っています。
◦日時＝12月3日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝12月4日㈫ 13時30分～ 15時 ／ 
立花総合保健福祉センター「かがやき」
◦日時＝12月14日㈮ 14時～ 15時 ／ 星
野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝12月18日㈫ 14時～ 15時 ／ 上
陽農村婦人の家
◦日時＝12月20日㈭ 10時30分～ 11時
30分 ／ 矢部支所
◦日時＝12月26日㈬ 10時30分～ 11時
30分 ／ 黒木地域交流センター「ふじ
の里」
★住民健診を受け、結果がもどってき
た人は、ぜひ検査結果を持って健康相
談にお越しください。検査値の説明や
生活習慣のご相談をお受けします。

♥受付時間　13時～ 14時30分
♥会場　八女市保健センター
◦日にち・対象＝ 
12月11日㈫＝10か月児（平成24年2月生）
12月19日㈬＝4か月児（平成24年8月生）
12月25日㈫＝1歳6か月児（平成23年6

月生）
12月27日㈭＝3歳児（平成21年12月生）

♥受付時間　13時30分～ 14時30分
♥会場  黒木地域交流センター「ふじの
里」
◦日にち＝12月18日㈫　
◦対象＝4か月児（平成24年7月～ 8月
生）／ 10か月児（平成24年1月～ 2月生）

　ごっくん期（離乳食初期の5 ～ 6か月
児）についてのお話と調理。託児有り。
参加する人は事前に保健指導係までお
申し込みください。
♥日時　12月20日㈭ 10時30分～ 13時
30分 ※受付10時～　
♥会場　おりなす八女研修棟
♥持参品　エプロン、三角きん、手ふ
きタオル、筆記用具
♥材料費　300円　♥定員　先着15人

　子育てのことで、少しでも心配なこと
があったらお気軽にご相談ください。身
長・体重測定もできます。母子健康手帳
をお持ちください。※相談日以外でも、
窓口や電話で子育て相談を行っています。
※各地域の主任児童委員も家庭の相談
に応じています。福祉課援護係（☎23・
1350）

◦日時＝12月7日㈮ 10時～ 11時30分 ／ 
黒木地域交流センター「ふじの里」
◦日時＝12月10日㈪ 9時30分～ 11時 ／ 
八女市保健センター
◦日時＝12月13日㈭ 11時～ 12時 ／ 星
野総合保健福祉センター「そよかぜ」
◦日時＝12月20日㈭ 10時～ 11時 ／ 立
花総合保健福祉センター「かがやき」

　心理士による個別相談です。対象者
は年齢を問わず、成長発達面に不安の
ある人です。心配なことがあればお気
軽にご相談ください。※予約制
♥日時　12月12日㈬、27日㈭ 9時～16時
♥会場　八女市保健センター

　心理士による個別相談です。対象者
は市内在住で、こころに悩みがある人で
す。お気軽にご相談ください。※予約制
♥日時　12月26日㈬ 13時30分～16時30分
♥会場　おりなす八女研修棟第2研修室

黒木総合支所管内 乳児健診 

♪ベビーズクッキング

乳幼児心理相談

12
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談申
込・問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３・１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

特
定
健
診

大
切
な
デ
ー
タ
の
見
方
【
腹
囲
測
定
】

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

血
管
・
血
液
の
異
常
が
生
活
習
慣
病
の
根
本

心理士によるこころの相談

特
定
健
診
（
メ
タ
ボ
健
診
）
の
代
表
、
腹
囲
測
定
。
な
ぜ
そ
こ
ま
で
腹
囲
を

重
要
視
す
る
の
で
し
ょ
う
か
、
今
回
は
そ
の
理
由
を
お
伝
え
し
ま
す
。

内
臓
脂
肪
型
肥
満
（
リ
ン
ゴ
型
肥
満
）

皮
下
脂
肪
型
肥
満
（
洋
ナ
シ
型
肥
満
）

内臓脂肪

皮下脂肪

内臓脂肪

皮下脂肪
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給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
所
得
税
が
給
与
か

ら
源※

１

泉
徴
収
さ
れ
、
年※

２

末
調
整
が
済
ん
で
い
れ

ば
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
中
途
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
が
さ
れ
な

い
人
、
年
末
調
整
で
控
除
等
を
漏
ら
し
た
人
は
、

確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
所
得
税
を
精
算
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
・
寄
附
金
控
除
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
（
初
年
度
分
）
な
ど
は
、
年
末
調
整
で
所
得

税
の
精
算
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

【
※
１ 

源
泉
徴
収
】
勤
務
先
が
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、

所
得
税
額
を
そ
の
収
入
に
応
じ
て
計
算
し
て
給
与
か
ら
天

引
き
し
、
国
に
納
め
る
こ
と
で
す
。

【
※
２ 

年
末
調
整
】
勤
務
先
が
そ
の
年
（
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
）の
最
後
に
給
与
な
ど
を
支
払
う
際
、１
年
間

の
収
入
額
な
ど
か
ら
計
算
し
た
所
得
税
額
と
、こ
れ
ま
で

源
泉
徴
収
し
た
所
得
税
額
を
比
べ
て
過
不
足
額
を
精
算

す
る
こ
と
で
す
。
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料
等
控
除
・
生

命
保
険
料
控
除
な
ど
の
証
明
書
や
申
告
書
を
勤
務
先
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ト
収
入
は
通
常
、
給
与
収
入
の
た
め
、

所
得
税
・
市
県
民
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
所
得
税
】
国
に
納
め
る
税
（
所
得
税
）
は
、
給

与
収
入
か
ら
給
与
所
得
控
除
額
（
最
低
65
万
円
）

と
基
礎
控
除
（
38
万
円
）
な
ど
の
所
得
控
除
を

差
し
引
い
た
残
り
の
額
（
課
税
所
得
）
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
３
万

円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
所
得
税
は
、そ
の
年（
１

月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

※
所
得
税
と
市
県
民
税
で
は
基
準
が
異
な
る
た
め
、

所
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
市
県
民
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
表
１
）

【
市
県
民
税
】
地
方
に
納
め
る
税
（
市
県
民
税
）

に
は
所
得
割
と
均
等
割
が
あ
り
ま
す
。
所
得
割

（
税
率
10
％
）
は
、
パ
ー
ト
収
入
が
１
０
０
万
円

以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場
合
は
、
か
か
り
ま

せ
ん
。
均
等
割
（
税
額
４
５
０
０
円
）
は
、
パ
ー

ト
収
入
が
93
万
円
以
下
で
ほ
か
に
収
入
が
な
い
場

合
は
、
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
市
県
民
税
は
、
１

年
間
（
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
収
入
を
も

と
に
計
算
し
、
翌
年
度
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
夫
婦
の
場
合
、
共
に
収
入
が

あ
る
場
合
で
も
、
所
得
要
件
を
満
た
せ
ば
、
配

偶
者
控
除
か
配
偶
者
特
別
控
除
の
ど
ち
ら
か
に

該
当
し
ま
す
。（
下
表
１・２
参
照
）

《
例
１
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
以
下
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
所
得
税
38
万
円
、
市

県
民
税
33
万
円

※
所
得
税
と
市
県
民
税
の
基
準
が
異
な
る
た
め
、
Ａ

さ
ん
の
配
偶
者
控
除
に
該
当
す
る
場
合
で
も
、
Ｂ
さ
ん

に
市
県
民
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

《
例
２
》
Ｂ
さ
ん
の
収
入
が
１
０
３
万
円
超

１
４
１
万
円
未
満
の
場
合

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
控
除
＝
０
円

▽
Ａ
さ
ん
の
配
偶
者
特
別
控
除
＝
Ｂ
さ
ん
の
所
得

に
応
じ
、
所
得
税
38
万
円
か
ら
３
万
円
ま
で
、
市

県
民
税
33
万
円
か
ら
３
万
円
ま
で

※
配
偶
者
特
別
控
除
は
、
Ａ
さ
ん
の
合
計
所
得
金
額

が
１
千
万
円
（
給
与
収
入
で
約
１
２
３
１
万
円
）
を

超
え
る
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｂさんの所得額 Ａさんが受けることができる控除額
所得税 市県民税

配偶者控除 380,000円まで 380,000円 330,000円

配偶者
特別控除

380,001円～ 399,999円まで 380,000円 330,000円
400,000円～ 449,999円まで 360,000円 330,000円
450,000円～ 499,999円まで 310,000円
500,000円～ 549,999円まで 260,000円
550,000円～ 599,999円まで 210,000円
600,000円～ 649,999円まで 160,000円
650,000円～ 699,999円まで 110,000円
700,000円～ 749,999円まで 60,000円
750,000円～ 759,999円まで 30,000円

給与収入 所得税
市県民税 所得税および市県民税 一般的な社会

保険（保険証）
※の扶養均等割 所得割 配偶者控除 配偶者特別控除

93万円以下
かから
ない

かから
ない かから

ない 受けられ
る

受けられ
ない 入られる

100万円以下

かかる
場合が
ある

103万円

かかる
場合が
ある

103万円超
130万円未満 かかる

場合が
ある

受けられ
ない

受けられ
る
※表２参照130万円以上

141万円未満 入られない
141万円以上 受けられ

ない

年
末
調
整
で
控
除
を
漏
ら
し
た
ら

確
定
申
告
で
精
算
で
き
ま
す

配
偶
者
に
パ
ー
ト
収
入
が
あ
る
場
合

パ
ー
ト
収
入
と
税
、源
泉
徴

収
と
年
末
調
整
に
つ
い
て

（表１）パート収入に関する所得税と市県民税 （表２）所得額と配偶者控除・配偶者特別控除

パ
ー
ト
収
入
に
対
す
る
所
得
税
と
市
県
民
税

税につい
て学ぼう

給
与
収
入
が
あ
る
人
の
年
末
調
整
の
時
期
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
給
与
収
入
と
税
金
の
関
係
、

配
偶
者
控
除
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
市
民
税
係

　
　
（
☎
２
３・１
１
１
３
）

※社会保険（保険証）の扶養については一般的な例ですので、勤務先で確認をお願いします。

　州北部豪雨により被災された
皆様方に、心からお見舞い

申し上げます。被災された皆様へ、
平成 24 年分確定申告の事前準備
として災害を受けられた際の雑損
控除、災害減免法等についての手
続きについて、事前説明会を開催
します。どの会場の出席も可能です。
▼ 12 月11日㈫ 10 時～ 11時

（星野支所大集会室）
▼ 12 月11日㈫ 14 時～ 15 時

（黒木総合支所大会議室）
▼ 12 月12日㈬ 10 時～ 11時

（上陽支所 2 階大会議室）
▼ 12 月12日㈬ 14 時～ 15 時

（おりなす八女第３研修室）

◦問い合わせ＝八女税務署
（☎２３・５１９１）
※電話でのお問い合わせの
際は、自動音声案内に従い

「当税務署にご用の方（２
番）」を選択（プッシュまた
はダイヤル）してください。

九州北部豪雨により被害を受けられた皆様へ

24年分確定申告期前災
害関係説明会のお知らせ

九
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今年度の森の名手・名人に馬場猛さん（上
陽町）が選ばれ 10 月18日㈭、公益社団法
人国土緑化推進機構から認定書が渡されま
した。森の名手・名人とは、森を再生していく
様 な々技術の大切さや山と関わり続けていくこ
との豊かさを広めることを目的に、平成 14 年
度から始まりました。今年は全国で 64 人が認
定されています。馬場さんは杉やタブノキの
葉を水車で粉末にし、線香の原料を作ってい
ます。また、2 年前から地元の素材を使って
の線香づくりにも取り組んでいます。趣味は狩
猟や魚釣りなど、自然ととも生活する毎日。「７
月の災害で林道や農道に被害が出て、車が
入らず材料集めに苦労していますが、これか
らもがんばっていきます」と喜びを語りました。

「
歌
ご
え
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
秋
」（
同
八
女

の
会
主
催
・
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
提
案
事
業
）
が
10
月
30
日
㈫
八
女
文

化
会
館
で
あ
り
、
参
加
者
２
百
人
が
歌
っ
た

り
歌
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
た
り
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
の
後
、
上
陽
コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い
の
歌

声
も
楽
し
み
ま
し
た
。「
レ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
頭

と
心
と
体
を
楽
し
く
元
気
に
し
、
介
護
予
防

に
も
な
り
ま
す
。
美
し
い
日
本
の
歌
と
八
女

の
歌
を
歌
い
継
ぎ
な
が
ら
、皆
さ
ん
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
関
係
者
の
皆
さ
ん
。

次
回
は
２
月
26
日
㈫
に
開
催
予
定
で
す
。

八
女
福
島
仏
壇
仏
具
協
同
組
合

主
催
の
仏
壇
供
養
祭
が
10
月
27
日

㈯
八
女
伝
統
工
芸
館
で
あ
り
ま
し

た
。
被
災
地
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

１
基
と
一
般
申
込
の
あ
っ
た
８
基
の

仏
壇
、
神
具
・
仏
具
の
供
養
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
読
経
が
流
れ
る
な

か
関
係
者
が
焼
香
を
し
、
長
年
の

務
め
を
終
え
た
仏
壇
に
礼
拝
し
ま

し
た
。「
仏
壇
は
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
。

こ
れ
か
ら
も
仏
壇
供
養
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
井
ノ
口
敬
三
理
事
長

は
話
し
て
い
ま
し
た
。

10 月13日㈯土橋八幡
宮周辺で、第４回福島地
区防火・防犯・秋の大祭
が行われました。

今年は７月の豪雨災害
の早期復旧を願い「がん
ばろう！八女」の合言葉
のもとに開催。ハーレー
ダビッドソンによる交通
安全パトロールや太鼓の
演奏などのあと、地域の
子どもたちや施設による
神輿が練り歩き防火・防
犯を呼びかけました。

福
島
校
区
民
生
児
童
委
員
14
人

が
10
月
18
日
㈭
、
福
岡
高
等
裁
判

所
で
「
あ
る
デ
パ
ー
ト
の
宝
石
売
り

場
で
起
き
た
窃
盗
未
遂
事
件
」
の

事
例
に
つ
い
て
模
擬
裁
判
の
研
修
を

受
け
ま
し
た
。
民
生
児
童
委
員
は

被
告
人
、証
人
、弁
護
士
、検
察
官
、

裁
判
官
、
裁
判
員
の
役
割
に
な
っ
て

審
議
を
進
め
ま
し
た
。
被
告
人
の
人

定
質
問
、
証
人
へ
尋
問
質
問
、
検

察
官
の
起
訴
状
、
裁
判
員
の
質
問
、

被
告
人
の
答
弁
、
弁
護
人
の
弁
護
、

そ
し
て
検
察
官
か
ら
の
実
刑
２
年

の
求
刑
が
あ
り
ま
し
た
。
判
決
で
は

裁
判
官
、
裁
判
員
の
合
議
の
結
果
、

懲
役
１
年
、
執
行
猶
予
２
年
の
判

決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
模
擬

裁
判
を
通
し
、
事
例
の
筋
書
き
に

従
っ
て
審
議
を
進
め
る
過
程
で
裁
判

員
制
の
裁
判
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。（
小
川
博
文
）

模
擬
裁
判
を
研
修

日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
防
火
防
災
を

中
心
に
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を

目
指
し
活
動
し
て
い
る
昇
盛
会
（
谷

山
盛
男
最
高
顧
問
ほ
か
42
人
）
か
ら

昨
年
に
続
き
、
矢
部
地
区
青
少
年
育

成
会
を
通
じ
て
、
矢
部
地
域
青
少
年

育
成
団
体
に
５
万
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
同
青
少
年
育
成
会
で

は
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
活
動

や
青
少
年
主
張
大
会
等
の
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
寄
付
金
を
有
効

に
活
用
し
、
青
少
年
育
成
に
な
お
精

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
育
成
に

役
立
て
て

古
い
仏
壇
を
供
養

森の名手・名人に馬場猛さん 心と体をリフレッシュ

地域の安心・
安全願う

まちのわだい
ＴＯＰＩＣＳ

仏壇に焼香・礼拝をする参加者

模擬裁判を研修した福島校区民生児童委員の皆さん

森の名人に選ばれた馬場さん（中央）
歌いながら体を動かす皆さん

にぎやかに神輿が出発
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な
が
ら
も
、
こ
れ
ま
で
作
り
上
げ
て

き
た
ジ
ュ
ニ
ア
の
ト
ー
ン
と
音
楽
、

そ
し
て
新
た
な
音
楽
へ
の
挑
戦
の
姿

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈯
18
時
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
８
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
さ
ん

（
☎
０
９
０・７
４
５
４・０
８
９
２
）

　　
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈰
14
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
曲
目
＝
青
い
山
脈
、
月
の
砂
漠
、
野

に
咲
く
花
の
よ
う
に
、
星
影
の
ワ
ル
ツ
等

◦
会
費
＝
１
人
３
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
野
上
さ
ん

（
☎
０
９
０
・
９
５
７
１・
３
１
６
８
）

◦
日
時
＝
12
月
１
日
㈯
10
時
45
分

～
15
時

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
多
目
的

ホ
ー
ル
（
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
に
て
出

店
）
※
収
益
金
は
市
立
図
書
館
の

読
書
啓
発
事
業
に
役
立
て
ら
れ
ま

す
。
今
回
は
収
益
金
の
一
部
を
九
州

北
部
豪
雨
災
害
義
援
金
と
し
て
八

女
市
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な

び
っ
と
八
媛
（
八
女
市
立
図
書
館

内
）
☎
２
２
・
２
５
０
４

　

久
留
米
大
学
病
院
歯
科
口
腔
医

療
セ
ン
タ
ー
医
師
が
担
当
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
13
時
～
15
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
筑

後
歯
科
医
師
会
館
（
八
女
市
本
町

７
７
４
）
☎
２
４
・
４
８
２
９

　

建
設
課
で
は
、
技
術
職
員
を
若

干
名
募
集
し
ま
す
。

　

茶
の
く
に
で
遊
ぶ
会
は
「
八
女

の
ワ
カ
モ
ノ
に
遊
び
場
を
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、

茶
の
く
に
を
も
っ
と
満
喫
し
た
い
人

の
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
11
時
～
17
時

◦
場
所
＝
ほ
た
る
と
石
橋
の
館

◦
内
容
＝
若
者
の
バ
ン
ド
演
奏
・
フ

ラ
メ
ン
コ
、
地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
ワ
ン
プ
レ
ー
ト
ラ
ン
チ
・

シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
、
ア
ロ
マ
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
陶
器
の
小
物
販
売
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
・
杉
さ
ん

（
☎
０
９
０・９
６
０
７・４
０
７
５
）

　

毎
年
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
建
設
課

に
準
備
）

◦
選
考
日
＝
11
月
25
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び

面
接
・
作
文

◦
申
込
期
間
＝
11
月
16
日
㈮
～
22
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課

（
☎
２
３
・
１
９
６
１
）

　

参
加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
料
理

を
つ
く
っ
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い

ま
す
。
同
世
代
の
仲
間
と
交
流
を

深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
仲
間
づ
く
り

や
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
た
い
人

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
15
日
㈯
16
時
30
分

集
合

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

調
理
室

◦
参
加
対
象
者
＝
市
内
在
住
ま
た

は
市
内
に
勤
務
す
る
18
歳
（
高
校

生
除
く
）
～
35
歳
の
男
女

◦
参
加
料
＝
８
０
０
円

◦
募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
募
集
期
間
＝
11
月
19
日
㈪
～
12

月
４
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課

（
☎
２
３
・
１
３
１
８
）

　

南
筑
後
地
域
自
然
共
生
連
絡
協

議
会
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
将
来

に
わ
た
り
享
受
で
き
る
社
会
づ
く

り
に
取
り
組
む
団
体
の
活
動
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。
身
近
な
自
然

に
興
味
が
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
（
参
加
無
料
）。

◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈰
13
時
～

◦
場
所
＝
筑
後
市
サ
ン
コ
ア

◦
報
告
団
体
＝
八
女
高
自
然
科
学

部
生
物
班
ほ
か
５
団
体
程
度
予
定

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
会
（
事

務
局
・
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境

事
務
所
地
域
環
境
課
）
☎
２
２
・

６
９
６
３
※
福
岡
県
Ｈ
Ｐ
「
ふ
く
お

茶
の
く
に
で
遊
ぶ
会

八
女
ジ
ュニ
ア
合
唱
団
定
期
演
奏
会

第
３
回
う
た
ご
え
カ
ン
タ
ー
レ
八
女

第
５
回
古
本
市

お
知

ら
せ

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪

八
女
市
嘱
託
職
員

ク
リ
ス
マ
ス
ク
ッ
キ
ン
グ
＆

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｙ
参
加
者

自
然
共
生
活
動
報
告
会

無
料
口
腔
ガ
ン
検
診

地域活動支援センター
ほ
ほ
え
み

ふらっち広場からのお知らせ
八女市本村 425-61（☎ 24・3022） 
☀開館日＝火・水・木・土・日曜
   10 時～ 17 時
★おやつ「ゴマせんべいを作ろう」
◦日時＝11月17日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
★外出「紅葉を見に行こう」
◦日時＝11月24 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 50 円
※ふらっち広場から出発
★おやつ「さつま芋でコロコロ団子をつくろう」
◦日時＝ 12 月 1日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費　
★工作「フェルトでコサージュを作ろう」
◦日時＝12 月8日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝100 円
★おやつ「紅茶プリンをつくろう」
◦日時＝12 月15日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝実費
■会場はいずれもふらっち広場です。
■イベントがない日もマグネットつく
りやエコバッグつくりを楽しめます。
■ボランティアも募集中。

　人権教育・啓発推進法に規定され
た行政の責務と第４次八女市総合振
興計画の理念を受け、八女市人権施
策基本指針を策定します。指針（案）
について、意見を募集します。
◦公表＝①八女市ホームページ掲載
②閲覧（人権・同和政策課、黒木
総合支所総務課人権・同和政策係、
各支所総務課まちづくり推進係）
◦募集期間＝11月15 日㈭～ 12 月
14日㈮
◦提出方法＝【郵送 ( または持参 )】
〒 834-8585 八女市本町 647 八女
市役所人権・同和政策課（当日消印
有効）

【ファクス】２３・４３３１
【E メール】jinkendowaseisaku@
city.yame.lg.jp

八女市人権施策基本指針 ( 案 )
に関する意見を募集します
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◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
青
年
司
法
書

士
協
議
会
（
☎
０
９
２
・
５
１
７
・

４
２
８
９
）

　

福
岡
県
警
察
で
は
、
犯
罪
の
被

害
に
遭
わ
れ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行

う
専
用
の
電
話
相
談「
ミ
ズ・リ
リ
ー

フ
・
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

匿
名
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
女
性
の

臨
床
心
理
士
が
お
聴
き
し
ま
す
。

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
６
３
２
・

７
８
３
０

◦
受
付
時
間
＝
月
～
金
曜
日
９
時
～

17
時
45
分（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

　

殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯
罪
行
為
に

よ
っ
て
家
族
を
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

や
、
障
害
が
残
っ
た
り
、
入
院
を
伴

う
長
期
治
療
を
受
け
た
被
害
者
が
、

加
害
者
か
ら
十
分
な
損
害
賠
償
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

国
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
警
察
本
部
被
害

者
支
援
・
相
談
課
（
☎
０
９
２
・
６

４
１
・
４
１
４
１
）

　

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
災

か
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
も

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　

作
業
床
10
㍍
以
上
の
す
べ
て
の

高
所
作
業
車
の
運
転
技
能
講
習
会

を
実
施
し
ま
す
。

◦
期
間
＝
11
月
26
日
㈪
～
27
日
㈫

２
日
間

◦
場
所
＝
黒
木
総
合
支
所
他

◦
対
象
＝
会
員
、
非
会
員
、
一
般

◦
条
件
＝
自
動
車
運
転
免
許
所
有

者
（
普
通
免
許
以
上
）

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
）

◦
受
講
料
＝
４
万
２
千
円
（
消
費

税
、
テ
キ
ス
ト
代
２
千
円
込
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

商
工
会
経
営
支
援
課
（
☎
４
２
・

０
１
５
３
）

　

師
走
と
い
う
気
ぜ
わ
し
い
季
節

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
が
、
お
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
弁
護
士
と
保

健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

料
は
無
料
で
、
秘
密
厳
守
。
３
日

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
・
場
所
＝
▽
11
月
28
日
㈬

29
日
㈭
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

▽
11
月
30
日
㈮
12
月
４
日
㈫
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女

▽
12
月
３
日
㈪
黒
木
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー 「
ふ
じ
の
里
」
※
時
間
は
い
ず

れ
も
13
時
30
分
～
16
時
、
要
予
約

◦
内
容
＝
多
重
債
務
（
負
債
・
借

金
）、養
育
費
な
ど
の
経
済
的
問
題
、

婚
姻・離
婚
問
題
、生
活
困
窮
な
ど
、

メ
ン
タ
ル
の
包
括
的
相
談

◦
問
い
合
わ
せ
・
予
約
＝
健
康
推

進
課
保
健
指
導
係
（
☎
２
３
・
１

３
５
２
）

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
毎
年
12
月
４
日

か
ら
12
月
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権

宣
言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
て
い
ま
す
。
福
岡
法
務
局
お
よ

び
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

本
週
間
に
お
け
る
活
動
の
一つ
と
し

て
、
県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
家
庭
内
の
も
め
ご

と
や
隣
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や

差
別
な
ど
、
悩
み
や
困
り
ご
と
が

あ
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話

く
だ
さ
い
。
法
務
局
職
員
と
人
権

擁
護
委
員
が
、
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◦
期
日
＝
12
月
１
日
㈯
９
時
～
17
時

1
０
１
２
０
・
３
０
７
・
４
０
５

（
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
無
料

で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
）

　
　

　

賃
金
未
払
い
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
、

解
雇
や
職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、

労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
電
話

相
談
に
司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

◦
相
談
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
10
時

～
16
時
（
相
談
無
料
）

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
７
２
２
・

４
１
３
１
（
県
司
法
書
士
会
）

※
問
い
合
わ
せ
も
同
番
号
へ

◦
日
時
＝
12
月
10
日
㈪
13
時
～
16
時

◦
相
談
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉

会
館
１
階
、
筑
後
市
サ
ンコ
ア
１
階

◦
相
談
内
容
＝
心
配
ご
と
、
悩
み

ご
と
、
家
庭
問
題
、
い
じ
め
、
近

隣
問
題
、
女
性
の
Ｄ
Ｖ
問
題
、
あ

ら
ゆ
る
差
別
問
題
等
に
つ
い
て

◦
相
談
員
＝
八
女
人
権
擁
護
委
員

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
八

女
支
局
（
☎
２
３
・
２
６
０
３
）

◦
日
時
＝
平
日
18
時
～
20
時
ま
で

（
司
法
書
士
に
よ
る
電
話
相
談
）

◦
相
談
用
電
話
＝
０
９
２・７
２
４・

９
５
０
５

害
廃
棄
物
の
処
理
が
北
九
州
市
で

始
ま
り
ま
し
た
。
北
九
州
市
で
は
、

国
の
基
準
よ
り
も
厳
し
い
基
準
を

設
け
、
放
射
線
量
な
ど
を
測
定
し

な
が
ら
処
理
し
て
い
ま
す
。県
で
は
、

今
後
と
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

に
よ
る
放
射
線
量
の
監
視
を
実
施

し
、
安
全
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

放
射
線
量
の
測
定
デ
ー
タ
や
処
理

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
側
の
「
災
害
廃

棄
物
の
広
域
処
理
に
関
す
る
情
報
」

の
バ
ナ
ー
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
廃
棄
物
対
策

課（
☎
０
９
２・６
４
３・３
３
６
３
）

　

公
文
書
は
、
各
自
治
体
の
政
策

や
事
業
の
意
思
形
成
過
程
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

明
治
以
降
の
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
公
文
書
を
住
民
の
共
有
財
産

と
し
て
適
切
に
保
存
し
、
未
来
に

残
し
て
い
く
た
め
、
11
月
18
日
県
と

市
町
村
（
政
令
市
を
除
く
）
が
共

同
で
筑
紫
野
市
に
公
文
書
館
を
開

設
し
ま
す
。
県
公
文
書
約
21
万
冊
、

市
町
村
公
文
書
約
67
万
冊
が
収
蔵

で
き
ま
す
。
公
文
書
館
を
通
じ
て
ま

ち
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
筑
紫
野

市
上
古
賀
1
丁
目
3
番
1
号
）

☎
０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番

犯
罪
被
害
者
電
話
相
談

犯
罪
被
害
給
付
制
度

弁
護
士
・
保
健
師
無
料
相
談

県
内
一
斉
無
料
電
話
相
談

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
所

ク
レ
ジ
ッ
ト・サ
ラ
金・ヤ
ミ
金・

無
料
電
話
相
談

▽12月11日㈫　
10：00～11：30
12：30～15：30

東
日
本
大
震
災
で
発
生
し
た

災
害
廃
棄
物
の
処
理
に
つ
い
て

福
岡
共
同
公
文
書
館
オ
ー
プ
ン

献
血
に
ご
協
力
を

八
女
市
献
血
推
進
協
議
会

（
☎
２
３・０
２
９
４
）

お
り
な
す
八
女
研
修
棟

西
側
駐
車
場

場
所

【
水
と
緑
と
命
の
つ
ど
い
２
０
１
２
】
◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈰
13
時
～
◦
場
所
＝
サ
ン
コ
ア（
筑
後
市
）
◦
入
場
料
＝
高
校
生
以
上
千
円（
当
日
２
千
円
）
小
中
学
生
５
０
０
円（
当
日
千
円
）
◦
内
容
＝
急

性
骨
髄
性
白
血
病
を
克
服
し
た
山
口
絹
江
さ
ん
と
骨
髄
提
供
経
験
の
あ
る
長
直
樹
さ
ん
の
対
談
、
歌
な
ど
◦
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
く
ご
鶴
さ
ん（
☎
０
９
０・
８
８
３
４・
９
４
５
５
）
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■楽しく食育「オーブンいらず！さつまいも
のフライパンケーキを作ろう」

◦12/7㈮ 10：30～／※要申込、参加費 200円
■いっしょにあそぼ！
「まつぼっくりでツリーを作ろう！」

◦12/8 ㈯ 10：30 ～
■ママとふあふあほっぺ※要申込25組
◦12/11㈫ 10：30 ～／講師＝田中もとこさん
■にこにこバースデー♪
◦12/19 ㈬10：30 ～
■高田先生とおしゃべり会
◦12/21 ㈮ 10：30 ～／講師＝子育てアド
バイザー高田悦也さん　※託児要申込

■高校生と遊ぼう！「高校生とクリスマス会」
◦12/1㈯ 10：00 ～
■子育てママのリフレッシュタイム
「クリスマスリース作り」10人程度募集

◦12/6 ㈭ 10：00 ～／材料費 500 ～ 700 円
■餅つき会・パパママ広場
◦12/8 ㈯ 10：00 ～／定員 30 組、参加費
無料、エプロン・三角巾持参
■健康講座 「冬の季節に流行する感染症予防

と対策」講師＝看護師・山下智子さん
◦12/13 ㈭ 10：00 ～ 11：15 ／定員 25 組
■思いきり遊ぼうセンタールームで親子遊び

《9：30 ～ 15：30》10 ㈪／ 11 ㈫／ 19 ㈬
／ 27 ㈭／ 28 ㈮

《9：30 ～ 14：00》15 ㈯／ 22 ㈯
■移動サロンご近所仲間を作りましょう

《10：00 ～ 12：00》
▽東公民館 12/7 ㈮▽上陽公民館 12/14
㈮ ▽そよかぜ 12/21㈮▽おりなす八女
12/25 ㈫▽西公民館 12/26 ㈬

《11：00 ～12：30》
▽児童センター12/12 ㈬
ほほえみサロン楽しく親子あそび
◦赤ちゃん広場（生後 4 か月～ 15 か月）
12/5 ㈬、20 ㈭　９：30 ～ 12：00
◦ほほえみ広場（生後 16 か月～就学前）
12/4 ㈫、18 ㈫　９：30 ～ 12：00
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
◦12/3 ㈪ 10：00 ～12：00 忠見保育園
◦12/17 ㈪ 10：00 ～12：00ほほえみ

■プレママ＆ベビーサロン 「冬季の感染症」
◦12/7 ㈮ 10：30 ～／保健師によるミニ講座
■マミーズクッキング 
◦ 12/10 ㈪ 10：00 ～ ／ 材 料 費 400 円、

託児あり、要申込
■エンジェルルーム 「クリスマスグッズ作り」
◦12/12 ㈬ 10：30 ～／材料費 200 円
■みんなであそぼう「クリスマスお楽し
み会」ひだまりカルテットによる弦楽四重
奏※当日自由参加、参加費無料
◦12/23 ㈰ 10：30 ～
■ハッピーバースデー
◦12/25 ㈫ 10：30 ～／大型絵本ほか

■たまひよクラブ◦12/3 ㈪ 10：30 ～
■おはなし会◦12/4 ㈫ 10：30 ～
■育児講座「英語であそぼ」
◦12/7 ㈮ 10：30 ～／きらきら（託児なし）
■リズムにのって◦12/11㈫ 10：30 ～
■元気にあそぼう◦12/12 ㈬ 10：30 ～
■パパママあそぼう◦12/15 ㈯ 10：30 ～
■パネル～にゃ＆ハッピークリスマス
◦12/17 ㈪ 10：30 ～
■ハッピーバースデー！
◦12/21㈮ 10：30 ～
■移動サロン※ 10：00 ～ 13：00
▽白木コミュニティセンター12/6 ㈭
▽黒木中央公民館 12/13 ㈭
▽かがやき12/20 ㈭
▽矢部基幹集落センター12/27 ㈭

立花町子育て支援センターきらきら
会場・問い合わせ＝きらきら（☎24・9090）

黒木町チャイルドルーム　ピコロ
会場・問い合わせ＝ふじの里（☎42・3301）

子育て支援センター　ほほえみ
問い合わせ＝ほほえみ（岡山保育所内☎22・4726）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ＝共生の森（☎30・2566）

子育ち支援掲示板 12 月※子育ち…子ども自身が、自ら
の力で心身ともに成長すること。

２
㈰

吉山クリニック 稲富 30・2200
中村内科医院 立花町 37・1601
山本歯科医院 本町 24・3305

９
㈰

今里整形外科 高塚 23・7715
木屋診療所 黒木町 42・0071
まちの歯科医院 筑後市 0942・42・1515

16
㈰

中野内科循環器科 吉田 25・3010
山口医院 星野村 52・3131
柳迫歯科医院 平田 24・5554
みやた眼科医院 広川町 32・6888

23
㈰
㈷

なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
岡村医院 立花町 23・2770
山中歯科医院 高塚 22・2989
長崎眼科クリニック 本村 22・6123
大渕耳鼻咽喉科 大島 23・2811

24（
振
休
）

八媛病院 本 22・4176
中島医院 黒木町 42・0235
江﨑内科歯科医院 新庄 22・5809

29
㉁

中野内科循環器科 吉田 25・3010
耳納高原病院 星野村 52・3135

30
㈰

なかしま胃腸科 蒲原 25・6200
みやざき内科医院 立花町 37・0008
おおくま歯科医院 立花町 22・3550

31
㉁

八媛病院 本 22・4176
クリニックくろぎ 黒木町 42・0887
有吉歯科クリニック 筑後市 0942・27・9844
横山歯科医院 馬場 22・5384
冨田眼科医院 本村 23・3455

▼救急指定病院
公立八女総合病院 高塚 23・4131
柳病院 吉田 23・2176
川﨑病院 納楚 23・3005
馬場病院 広川町 32・3511

▼夜間小児救急医療（19:00 ～ 22:00）
月・水・金　公立八女総合病院　23・4131
火・木　　筑後市立病院 0942・53・7511

▼日祝日小児救急医療（9:00 ～ 15:00）
12/2㈰・16㈰・24㈷・30㈰・31㉁
 公立八女総合病院 高塚 23・4131
12/9㈰・23㈰・29㉁
 筑後市立病院 筑後市 0942・53・7511

▼県小児救急医療電話相談
19:00 ～ 23:00
 聖マリア病院 久留米市 0942・37・6116
23:00 ～ 7:00
 県指定健康相談事業者 ♯ 8000

✚12月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください

　林業の仕事をしていたことが
ありませんか？林退共制度に加
入していたが、退職金をまだ受
け取っていない人を探していま
す。以前、林業の仕事をしてい
たが、ご自身が林退共へ加入し
ていたか分からない人について
もお調べします。
　また、罹災された共済契約
者および被共済者の皆さんに対
し、各種手続き（共済手帳の紛
失・退職金の請求等）の必要が
生じた場合は、できる限りの範
囲において速やかに対応したい
と考えています。最寄りの支部
または本部へ問い合わせ、相談
くださいますようお願いします。
◦問い合わせ＝独立行政法人勤
労者退職金共済機構林業退職
金共済事業本部

（☎ 03・6731・2887）
http://www.rintaikyo.
taisyokukin.go.jp/

林業退職金共済
制度のお知らせ



開催 催　　　し ホール 開演時間 入場料 問合せ先 電話番号

11/17 ㈯ ＵＧＥ八女ギター室内合奏団定期演奏会 ハーモニー 18:30 前売 1,000 円 同合奏団( 野田) 22・4033

11/18 ㈰ 八女文化連盟謡曲大会 はちひめ 10:00 無料 八女文化連盟事務局
( 椛・カバ ) 23・5348

11/24 ㈯ 八女ジュニア合唱団定期演奏会 ハーモニー 18:00 800 円 同合奏団(吉田) 090・
7454・0892

11/25 ㈰ カラオケ・舞踊発表会 はちひめ   9:30 無料 ボランティアグループ
高雅会(井上) 23・0775

12/1 ㈯ スマイルフェスタやめ 2012 ハーモニー   9:45 無料 八女市教育員会人権・
同和教育課 23・2074

12/2 ㈰ 平成 24 年度民謡民舞福岡県南部連合会 ハーモニー   9:30 無料 公益財団法人日本民
謡協会 ( 川原 ) 32・7461

12/13( 木 ) 市同研　女性の人権講演会 はちひめ 18:45 無料 八女市教育員会人権・
同和教育課 23・2074

12/16 ㈰ STUDIO  COLOR ダンススクール発表会 ハーモニー 13:30 前売大人1000円、
　  子ども500 円

スタジオカラー
リュウダンス(龍)

090・
2855・5756

受 講 生 募 集

※当日は 500 円増し

クラシック音楽
ヒストリーコンサート

今回はミニツリーを
作ります。中に電球
を入れてライトアッ
プも楽しめます。

（水）

24

絵巻寿司は祭り寿司とも言われ、

25

（水） （水）

※月曜日を除く

出演

子
ど
も
た
ち
と
、そ
し
て

未
来へお
く
る
お
芝
居
。

こ
の
お
話
は
ト
ル
ス
ト
イ
が

　
年
前
に
書
い
た
民
話
。

そ
れ
は
現
代
に
生
き
る

私
た
ち
へ
の
警
鐘
。

100



　

10
月
13
日
㈯
～
15
日
㈪
に
岐
阜

県
で
行
わ
れ
た
第
12
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
福
岡
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
３
人
が
10
月
23
日
㈫
、

市
役
所
を
訪
れ
て
三
田
村
市
長
に
結

果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
の
は
、
ジ
ャ
べ
リ
ッ
ク
ス

ロ
ー
で
優
勝
、
砲
丸
投
で
は
大
会
新

記
録
で
優
勝
し
た
池
上
由
恵
さ
ん

（
光
）、
卓
球
で
優
勝
し
た
橋
本
法
明

さ
ん
（
馬
場
）、
水
泳
50
ｍ
自
由
形
で

２
位
、
25
ｍ
自
由
形
で
３
位
の
原
田

眞
裕
美
さ
ん
（
星
野
村
）。
池
上
さ
ん

は
、「
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
周
り
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
」。
大
会
前
に

市
長
に
金
メ
ダ
ル
を
約
束
し
て
い
た

橋
本
さ
ん
は
「
９
年
前
に
は
２
位
で

悔
し
涙
を
流
し
た
が
リ
ベ
ン
ジ
で
き
、

約
束
ど
お
り
金
メ
ダ
ル
を
も
っ
て
帰
っ

て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。
原
田

さ
ん
は
「
初
め
て
の
大
会
で
、
２
つ
も

メ
ダ
ル
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
や
周
り
の
人
へ
の
感
謝
を
表
す

た
め
に
も
次
は
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し

た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
笑
顔
で
話
し
ま

し
た
。

　
土
橋
八
幡
宮
の
神
霊
が
稲
富
の
御
旅

所
に
渡
御
す
る
「
土
橋
八
幡
宮
神
幸
行

事
」
が
10
月
17
日
㈬
に
、
御
旅
所
に

二
泊
し
た
あ
と
再
び
土
橋
八
幡
宮
へ
戻

る
「
還
幸
行
事
」
が
19
日
㈮
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
同
宮
が
１
６
０

１
年
福
島
城
築
城
の
際
に
福
島
村
と
稲

富
村
の
境
か
ら
現
在
の
地
に
移
転
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
や
赤
い
赭
熊
を
か
ぶ
っ
た
子
ど

も
た
ち
が
、
に
ぎ
や
か
に
町
並
み
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。
獅
子
に
か
ま
れ
る
と

無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
わ
れ
て
お

り
、
多
く
の
人
が
獅
子
に
触
っ
た
り
お

ひ
ね
り
を
入
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

頑張ろう！ 八女　今こそ一丸となって

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
で
好
成
績

無
病
息
災
を
願
う

　

イ
ノ
シ
シ
供
養
祭
が
10
月
15
日

㈪
、
立
花
町
上
辺
春
の
立
石
神
社

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
約
30

人
は
、
イ
ノ
シ
シ
猟
の
安
全
祈
願
と

捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
供
養
を
し

ま
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
辺
春
地
域
振

興
会
議
で
は
有
害
鳥
獣
対
策
部
会

を
設
置
し
、
住
民
自
ら
箱
罠
狩
猟

の
免
許
を
取
る
な
ど
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
１

５
２
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
。
今
年

も
７
月
～
９
月
に
か
け
て
50
～
60

頭
が
す
で
に
捕
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
嶋
次
平
部
会
長
は
「
今
年
は
水

田
の
被
害
が
大
き
い
。
ほ
か
に
ク
リ

や
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
ミ
カ
ン
な
ど

も
被
害
を
受
け
て
い
る
。
被
害
が
少

な
く
事
故
の
な
い
よ
う
安
全
に
猟
を

行
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
の
供
養
と

猟
の
安
全
を
祈
願

喜びの池上さん、橋本さん、原田さん（左から）

獅子におひねりを入れて健康を祈願

稲富の御旅所から土橋八幡宮へ戻る還幸行事の様子

猟の安全と捕獲されたイノシシを供養しました

田
代
の
風
流

冬
の
田
代
路
に
、
お
し
ろ
い
を
塗
っ
て
扮

装
し
た
奴
姿
の
男
衆
た
ち
が
大
名
行
列

を
従
え
て
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
練
り
歩

き
ま
す
。
今
年
は
上
田
代
の
氏
子
の
皆
さ

ん
が
担
当
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
▽
打
ち
は
じ
め

13
時
～
▽
大
名
行
列
13
時
30
分
～

◦
場
所
＝
黒
木
町
上
田
代
地
区
（
上
田
代

公
民
館
～
八
龍
神
社
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
課（
☎
２
３・１
９
８
２
）

12/8㈯

黒木町
上田代
地区

   

ま
ち
の
わ
だ
い

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
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